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最
さ い

高
こ う

 

ジェシカは，自
じ

分
ぶん

が今
いま

感
かん

じているように， 
ヨセフとマリアが途

と

方
ほう

にくれ， 
こどくを感

かん

じていたのではないかと 
思
おも

いました。

「イエス・キリストの誕
たん

生
じょう

，生
しょう

涯
がい

，教
おし

え，あがない， 
復
ふっ

活
かつ

は，クリスマスのあらゆるおくり物
もの

の中
なか

でも 
最
もっと

も大
おお

いなるものです。」
十
じゅう

二
に

使
し

徒
と

定
てい

員
いん

会
かい

 デール・G・レンランド長
ちょう

老
ろう

 
「クリスマスのおくり物

もの

を分
わ

かち合
あ

う」 
『青

せい

少
しょう

年
ねん

の強
つよ

さのために 』2021 年
ねん

12 月
がつ

号
ごう

，8

*	ヨハネ 3：16

ジャスティナ・マッキャンドレス
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました ）

このお話
はなし

はアメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

での出
で

来
き

事
ごと

です。

ジェシカは，おばさんとおじさんのワードに向
む

か
う車
くるま

の中
なか

で，そわそわしていました。クリスマス
まであと数

すう

日
じつ

というのに，お祝
いわ

いをする気
き

にはなれませんで
した。

その週
しゅう

の初
はじ

めに，家
いえ

が火
か

事
じ

になったのです。みんな無
ぶ

事
じ

でした
が，家

いえ

は焼
や

けました。多
おお

くのものが焼
や

けてしまいました。ジェシ
カとお母

かあ

さん，お兄
にい

さん，二
ふた

人
り

の妹
いもうと

は，家
いえ

の修
しゅう

理
り

が終
お

わるまでの
間
あいだ

，おじさんとおばさんの家
いえ

に引
ひ

っこしました。
おばさんがジェシカにほほえみかけました。こっちの初

しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

でも良
よ

い時
じ

間
かん

がすごせるわ」と，おばさんは言
い

いました。
ジェシカはまだ確

かく

信
しん

が持
も

てずにいました。いつもとちがう初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

に行
い

くのは不
ふ

安
あん

でした。知
し

ってる人
ひと

はだれもいないだろ
うな，と思

おも

いました。みんなはわたしに親
しん

切
せつ

にしてくれるかしら。
ジェシカは初

しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

まで歩
ある

きながら，火
か

事
じ

のことを考
かんが

えないよ
うにしました。ジェシカは小

ちい

さないとこのサムと手
て

をつないで，
席
せき

が見
み

つかるようにしてあげました。初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

では，イエス様
さま

に
ついてのクリスマス・ソングを歌

うた

いました。ジェシカは，イエス
様
さま

がお生
う

まれになったとき，ヨセフとマリヤが家
いえ

からはなれてい
たことについて考

かんが

えました。ジェシカは，自
じ

分
ぶん

が今
いま

感
かん

じているよ
うに，ヨセフとマリヤも途

と

方
ほう

にくれ，こどくを感
かん

じていたのでは
ないかと思

おも

いました。
クラスが始

はじ

まる時
じ

間
かん

になると，ジェシカのきんちょうは高
たか

まり
ました。別

べつ

の女
おんな

の子
こ

がジェシカにほほえみかけました。「こんに
ちは，わたしはアンナよ。クラスの時

じ

間
かん

，わたしのとなりにすわ
らない ?」

ジェシカもほほえみ返
かえ

しました。「もちろん。」

クラスでは，イエス・キリストがお生
う

まれ
になったときのことについて聖

せい

文
ぶん

を読
よ

みま
した。教

きょう

師
し

のリオス姉
し

妹
まい

は，救
すく

い主
ぬし

は天
てん

の
お父

とう

様
さま

がこの世
せ

界
かい

にあたえられたおくり物
もの

のうち最
もっと

も大
おお

いなるものだと言
い

いました。
「神

かみ

はそのひとり子
ご

をたまわったほどに，
この世

よ

を愛
あい

して下
くだ

さった 」* と，彼
かの

女
じょ

はク
ラスのみんなに読

よ

んでくれました。
ジェシカはそれまで，イエス様

さま

をおく
り物

もの

だと思
おも

ったことがありませんでし
た。火

か

事
じ

でもえてしまったクリスマス
プレゼントのことを考

かんが

えました。プレ
ゼントをもらうのは好

す

きでしたし，自
じ

分
ぶん

のプ
レゼントがなくなってしまったことが悲

かな

しかったのです。で
も，プレゼントよりもイエス様

さま

の方
ほう

が好
す

きでした。それに，イエ
ス様

さま

は決
けっ

していなくなることはないことを知
し

っていました。
クラスの終

お

わりに，リオス姉
し

妹
まい

はバッグから小
ちい

さな箱
はこ

をいくつ
か取

と

り出
だ

しました。一
ひと

つ一
ひと

つの箱
はこ

には，赤
あか

ちゃんのイエス様
さま

の
小
ちい

さなちょうこくが入
はい

っていました。
「みなさん一

ひと

人
り

一
ひと

人
り

にプレゼントがあります。」リオス姉
し

妹
まい

が
箱
はこ

を配
くば

り始
はじ

めました。「神
かみ

様
さま

はあなたのことをとても愛
あい

してお
られるので，あなたのために御

おん

子
こ

をつかわされました。この
ちょうこくを見

み

ると，そのことを思
おも

い出
だ

すことができます。」それ
から，リオス姉

し

妹
まい

はジェシカを見
み

ました。「ジェシカ，ごめんな
さいね。あなたにはプレゼントがないの。あなたがここに来

く

る
ことを知

し

らなかったの。」
ジェシカはうつむいて自

じ

分
ぶん

の手
て

をじっと見
み

ました。なみだを

こらえていたのです。ジェシカだって，ここに来
く

るとは思
おも

ってい
ませんでした。クリスマスに自

じ

分
ぶん

の家
いえ

にいて，自
じ

分
ぶん

の初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の
クラスに行

い

けたらよかったのにと思
おも

いました。
ちょうどそのとき，だれかがジェシカのひざの上

うえ

に箱
はこ

を置
お

きま
した。顔

かお

を上
うえ

げると，アンナがほほえんでいるのが見
み

えました。
「メリークリスマス！ わたしのをあげるわ。」

ジェシカは小
ちい

さな赤
あか

ちゃんのイエス様
さま

の人
にん

形
ぎょう

にそっとさわり
ました。「ありがとう。あなたにもメリークリスマス！」

教
きょう

会
かい

の後
あと

で，お母
かあ

さんはジェシカをだきしめました。「初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

はどうだった？」と，お母
かあ

さんが聞
き

きました。
「よかったよ！ プレゼントにこれをもらったの。」ジェシカは

にっこりしました。「それとね，イエス様
さま

が何
なに

よりもすばらしい
おくり物

もの

だってことがわかったの。」●

のおくり物
もの

イ
ラ
ス
ト
／
シ
ョ
ー
ナ
・
Ｊ
・
Ｃ
・
テ
ニ
ー




